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Web文 書 中 の 語 の共 起 性 を用 い た コ ロ ケー シ ョン翻 訳 支援 シス テ ム の実 装

柴田 雅博*・ 冨浦 洋一**・ 田中 省作***

Implementation of Writing Support System for Translating Collocations 

      Based on the Word Co-occurrence on the Web Documents 

           Masahiro SHIBATA, Yoichi TOMIURA and Shosaku TANAKA 

                           (Received December 24, 2004)

Abstract: This paper explains the implementation of the system for retrieving candidates for the transla-
tion of collocations (combinations of words) from the web. For non-native speakers like Japanese, writing 
in English is a hard work in order not to use unnatural collocations. Sometimes they have to consult 
dictionaries or real documents to judge naturalness of English collocations. Besides, it is also difficult to 
seek out the proper candidates even using dictionaries or real documents. The proposed system is effective 

 to seek out the proper translation of such a collocation. When a user inputs a Japanese collocation "nJ 
WO vi" and gathers some nouns each of which co-occurs strongly with v?as the same meaning as v`iin 
"ni WO vi" , the system retrieves candidates for the translation of v`ifrom the web with their priorities. 
After that, the user checks validity of each candidate using the real document which the system provides 
and includes the English phrase consisting of a predicate verb VE and its object nE. Here, nE is the 
translation of niand VE is the candidates for the translation of v`i. 

Keywords: Writing support system, Word co-occurrence, Collocation

1.は じ め に

我々日本 人のよ うに英 語を母語 としな い者 に とって,

英 語で文章 を書 くのは非常に労力 を要す る作 業であ る.

母 語以外 の言語 を運用するためには,文 法や個 々の単語

の意 味だけでな く,自 然な語 と語 との組 み合わせ(コ ロ

ケーション†1)に 十分気 を配 る必要が ある.語 彙 知識の

乏 しい非母語話者 にとって,コ ロケーシ ョンが 自然か ど

うか を判断するには辞書や英語実文書 に頼るほかないが,

実 際にコロケーシ ョンの妥当性を正確 に判断す るのは難

しい.た とえば 日本語 コロケー ション 「ベ ク トル空間を

張 る」に対す る英訳を考 える.『ベ ク トル空間』 に対する

英訳が"vectorspace"で あ ることは辞書 を調べれば容 易

に分か る.そ れに対 し,和 英辞書で 『張 る』の訳語を調

べ る と,"stretch","pitch,,,"stick","extend","cover"

な ど様々な候補が得 られる.こ れ らの候補か ら,辞 書 に

記載 されている例文を参考 に,「ベ ク トル空間を張 る」に

お ける 『張 る』の適切な訳語を求 めるので あるが,記 載

されて いる少数 の例か ら,こ れを判断す ることは一般 に
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†1本 稿では,係 り受け関係fで の係り受け構造における,係

る語 ω と係られる語 ω'の 組み合わせをコロケーションと呼ぶ.

なお,fと しては,日 本語では格助詞,英 語ではsubj,obj,前

置詞といった表層的なものを想定している.

困 難 であ る.さ らに,「 ベク トル 空間 を張 る」にお ける

『張 る』に対 して は ,"construct","de丘ne","create"と

いった訳語の方がよ り妥当だと思われ るが,実 は これ ら

の単語は辞書の 『張 る』の項 には載ってお らず,こ のよう

な場合,辞 書 を引いて も妥 当な訳語 を得 ることができな

い.シ ソー ラスな どを用いて 『張 る』の類語まで広 げて

訳語を調べ ることで訳語候補 を増やす ことも考 え られ る

が,や は り,適 切な ものが どれであるかを例文 を頼 りに

判断す るのは困難で ある.そ もそ も,類 義語の範囲を広

げすぎると 「ベク トル空間を張 る」の意味を保存で きな

くなる可能性もある.

また,英 語文書か ら,自 分 の表現 したい内容 と類似 し

た内容 を表現 している箇所を探 し,そ の表現 を参考 にし

て辞書 などを活用 しなが ら妥当な訳語 を求める場合,も

しこの方法で訳語を見つける ことがで きれば,そ の訳語

は高い信頼性 を持つ.し か し,こ の作 業を人手で行な う

のには相 当な労力と時間が必要 となる.

これに対 し,web上 の文書を実文書 として扱い1),web

上 にお ける単語の共起性に基づいて,コ ロケー ションに

対す る妥 当な訳語候 補を半 自動的 に抽出す る手法 を提案

している2).本 稿 では,提 案手法 を実 アプ リケーションと

して実装 し,英 文書作成支援 のためのコロケー ション翻

訳候補 を半 自動的に提示す るシステムの構築 につ いて説

明する.本 システムでは,入 力された日本語コロケーショ

ンに対 して,提 案手法 に したがって,web文 書 か ら共起

デー タを収集 し,単 語 の共起性に基づ いて訳語候補の順



序付けを行な い,利 用者に提示す る。 また,各 訳語候補

には,そ の訳語候補が実際に使われているwebペ ー一ジへの

ハイパー リンクも共に提示され,シ ステムが提示 した訳

語候補が妥当か どうか をチ ェックするのに利用することが

できる.

な お,本 稿では,日 本語の動詞 ♂ と名詞n」 がfを 」

格 で繋がった 日本語 コロケーシ ョン 「n」をvJ」 に対 し

て,そ の句 を英語の動詞vEと その 目的語nEか ら成 る

コ ロケーシ ョンへ と翻 訳す る場合 につ いて議論する.こ

れは,検 索エ ンジンを用いて英語コ ロケーションを抽 出

する際に,パ ター ンマ ッチだ けで も比較的正 しく係 り受

け関係を抜 き出せる ことによる.

本 稿の構成は以下の通 りである.ま ず,2.章 にて,提 案

手法の概要 と基本アイデアについて説明し,3章 にて,シ

ステムの実装につ いて述べる.

2.提 案 手 法

2.1共 起 性

単語 ω が関係 ∫で単語 ω'に 係 っているという係 り受

け構造 をコロケー ションと呼び,〈 ω,!,ω'〉 と表記す る.

また,コ ロケー シヨン 細,!,毫〆〉に対する 膨 と 惣ノとの

相関の強さを 〈w,f,wt>の 共 起性 と呼び,0(ω,ω'lf)と

書 く.共 起性0(w,ガ げ)は,文 献3)な どで用 い られ

て いる相互情報量に基づく値

c(雛,ガ げ)=

1・9P(P(〈w,f,ω'〉 げ)〈
ω,ノ,*〉げ)・P(〈*,!,ω'〉 げ)(・)

を想定する.こ こで,P(〈w,f,wi>lf)は 係 り受 け関係が

ノで あるときのコ ロケー ション 〈ω,∫,ωノ〉の条 件付発生

確 率で ある.ま た,P(<w,f,*>lf),P(〈*,f,wt>lf)は

そ れぞれ

P(〈蝋 ・〉げ)一 ΣP(〈 蝋 膨'>lf)・

れノ

P(く*,!,ω'〉 げ)一 ΣP(〈 ω,Aω'〉 げ)

⑳

で ある.つ ま り,σ@,ω ノげ)は ノを介 した コ ロケー

シ ョンにおける ω と ω'の 発生の独立性か らのずれを数

量化 したものである.

2.2基 本 アイデ ア

提案手法は次の二つの仮定に基づいている†2.

1仮定1】 日本語名詞nf,煽,…,煽 に対 して,コ ロ

ケー シSン 玩1を ♂ 」(i=1,2,…,k>に お け る

v」 の意 味が同一 な らば,そ れ らの 日本 語tロ ケー

†2本 稿では名詞の訳語が一一意で動詞の訳語の候補が複数ある場

合について取り扱っているが,中 には動詞の訳語が一意で名詞の

訳語の候補が複数あるという場合も考えられる.そ の場合は訳語

が一意である方の単語(動 詞)を 手掛かりにして,も う一方の単

語(名 詞)の 訳語を求めることになる.

シ ョンの英訳 として適切な ♂ の訳語も同一である傾

向にある.

1仮定2]〈n」,『 を』,ガ〉の適 切な英 訳 が,動 詞 がvE,

そ の 目的語 が名詞 語 であ る動詞 句で ある とす る.

このとき,日 本語文書にお いて,0(nJ,vJlrを 』)が

大きいな らば,英 語文書において,C(nE,vElobj)

も大 きい傾向にある.

「ベク トル空間 を張る」を例 にして提案手法 の基本ア

イデ アを述べる.「ベク トル空間を張る」の翻訳 として適

切な 『張る』の訳語をvEと す る.本 手法の適用は,翻 訳

対 象である 霞本語 コmケ ーシHン 玩」をv」 」の共起性

0(n」,vJlrを 』)が 比較的大 きいことを前提とする.こ の

とき,仮 定2よ り

(A)△ 一{vE・0(t・an・(n」),vEl・bj)≧ θE}

とおくと,vE∈ △である.

こ こでtTans(n」)はn」 の英訳 を表わす.た だ し,日 本

語名詞の英訳は曖昧さな く求まると仮定する.た とえば,

trαns(『ベ ク トル空間』)="vectorspace"

で あ る.ま た,こ こで,閾 値 砺 を導入 し,0が θE以 上

であるとき,そ の共起性が大きいと判断する.

日本語文書において0(N」,『 張 る』ぽ を』)の値が大きい

名詞NJと しては,『蜘蛛 の巣』,『 罠』,『 空間』,『 テン

樋,ζ ネッ トワーク蓋,『 頬避な どがある,こ のうち,「頬

を張る」の 『張 る』は 「ベク トル空間 を張る」の 『張る』

とは異なる意味で用い られているが,「蜘蛛 の巣を張 る」,

f罠 を張 る」,「 空間を張 る」,「 テ ン トを張 る」,「 ネッ

トワー クを張る」の 『張る』はどれ も 「ベク トル空間を

張 る達の 『張 る遍 とほぼ同 じ意 味で用 いられて いる。 こ

れ らの名詞の集合

rJ=

{『蜘 蛛の巣』,『罠』,『空間』,『テン ト』,『ネッ トワーク』}

に対して,

rE・={NE:NE=trans(N」),NJGr」}

=:{"web","trap","space","tent",``network"}

を 用 意 す る.こ の と き 仮 定1よ り,

(B)次 の 集 合

{NJ∈r」:「N」 を 張 る 」 の 適 切 な 翻 訳 が,

動詞が η星 その目的語がf>Eで ある動詞句,

NE・tran・(NJ)}

の要 素数は大きい(lr」1に 近い)傾 向にある.

さ らに,仮 定2よ り

(C)「N」 を張 る」(N」 ∈rJ)の 適 切な翻 訳が,動

詞 がvE,そ の 目 的 語 がNEで あ る 動 詞 句(た



だ しNE=trαns(ノvJ))で あ る な ら ば,共 起 性

0(1>E,vElobj)が 大 きい.

(A),(B),(C)よ り,「ベク トル空間を張 る」の 『張 る』に

対する適切な英訳vEは,vE∈ △ の うちで

{lvE∈rE・0(NE,vE1・bj)≧ θE}

の要素数が大 きいものだと言 える.

2.3ア ル ゴ リズ ム

前節のアイデアを定式化 し,「nJをvJ」 の翻訳 として

優先度付でvJの 訳語候補を求めるアル ゴリズムを示す.

た だし,前 述 したように,提 案手法は,0(nJ,vJi『 を 』)

が 比較 的大 きいコロケー ション 「nJをvJ」 を翻訳対象

とする.

1.日 本 語名詞NiJに ついて,共 起性0(NiJ,vJl『 を 』)

の 大 き い も の か ら順 にNiJを 利 用 者 に 提 示 す

る.利 用 者 は提 示 さ れ た 日本語 コ ロケ ー シ ョン

〈1～㌃J,『を』,vJ>に お けるvJの 意 味が 〈nJ,『を』,vJ>

に お けるvJの 意 味 とほぼ同一かどうかを調べ,同 一

だ と思 われ る1V1をrJの 要 素 に加 える.こ れ を

lrJl=mに な るまで行な う.

2.rJ内 の 各 日本語名詞に対応す る以下の英語名詞 の

集合rEを 求める.

rE-{NE・NE・tran・(NJ),NJ∈r・}・

3.nEをnJの 訳語 とし,以 下の英語動詞の集合 △ を

求める.

△={vE:0(nE,vEIobj)≧eE}.

4.各vE(∈ △)に 対 し,以 下の評価値E(vE)

E(vE)-1{NE∈rE・0(NE,vE1・bj)≧ θE}1

を与 え,こ れ を 優 先 度(高 い 方 を 優 先)と し,

E(vE)の 高 い もの か ら順 に(vE,E(vE))を 出 力

する.

な お,θEは 実験的に定める閾値である.

3.実 装

3.1シ ス テ ム の概 要

提案手法を用いて,コ ロケーシ ョン翻訳支援システム

を実装する.本 システムは英語文書作成の際の支援 シス

テム として,一 般利用者に 自由に利用 して もらうことを

目標にお く.ま た,本 手法で抽出するWWW上 で の共起

情報 を保存 してお けば,そ れ らは有用な言語資源 として

他 の自然言 語技術へ の活用 も期待で きる.そ のために,

本 システムは,Perlに よ るCGIプ ログラム としての実 装

を採用 し,webコ ンテンツとしてwebブ ラウザか ら利用す

Fig. 1 Image of CGI application(1).

 Fig. 2 Image of CGI application(2).

る ことにす る.webコ ンテ ンツ として実装する ことによ

り,webブ ラ ウザでwebコ ンテンツを閲覧できる環境 さえ

あれ ば誰で も利用でき,ま た,共 起 デー タの再利用性 も

高まる.

実 装 したコロケー ション翻訳支援システムを実装 した

各ステ ップでの動作状況 をFig.1-Fig.3に 示 す.利 用者

は,ま ず翻訳対象の 日本語 コロケー ションを成す 日本語

名詞nJと 日本語 動詞vJと を入力 し 「日本語コ ロケー

シ ョン検索」ボタンを押す(Fig.1).す る と,シ ステム

はvJと 共起す る日本語名詞!>1を 共起性 の大 きい順番

に並 べて提 示する(Fig.2).こ の とき,シ ステムが表

示す る 日本語名詞 リス トの一部 をFig.4に 示 す.シ ステ

ムは,左 か ら順 に,提 示 した 日本語名詞 をrJの 要素とし

て採用す るか どうかを選択 するチェックボ ックス,vJと

共起する日本語名詞1vJ,対 訳単語辞書か ら得 られる1vJ

の 訳 語候補,1vJの 訳 語を入力する入力スペース,を 表

示する.

利 用者は,提 示 されたNJとvJと の コロケー ション



 Fig.  3  Image  of  CGI  application(3).

Fig. 4 List of Japanese nouns which co-occur strongly 

with v-T.

〈N」,rを』,v」〉を考 え,そ のときのv」 が,翻 訳 対象

「n」をvJ」 のvJと ほぼ同じ意味で用いられているかど

うかを確認する.も し 玩」をv」」のv」 と岡じ意味の

vJと 共起するものならば,チ ェックポックスで選択して

N」 をr」 の要素に加える.候 補の中から,こ のような名

詞を適当数選択してrJを 作成する.母 語話者である日

本人にとって,日 本語コロケーションにおける動詞の意

味は容易に同定することができ,こ の作業に対する負担

は小さい,

また,日 本語名詞(ガ および各N」)に 対する訳語は,

日本語名詞と一緒に提示された訳語候補のうちから選択

する,あ るいは利用者が訳語を直接入力することのどち

らかで設定され,こ れによってrEが 作成される.閾 値

θEについては,実 験的に適切であると思われた一27を デ

フォル ト値として与える.た だし,適 切な 砺 は利用者の

要求によって変わってくる.θEを 大きくすれば,シ ステ

ムが提示する訳語候補の数が増え,訳 語としての妥当性

のチェックに要する利用者の負担は大きくなるが,妥 当な

訳語が取りこぼされる可能性は低くなる.逆 に6Eを 小さ

く設定すれば,シ ステムが出力する訳語候補の妥当性

チェックに対する利用者の負担は軽減されるが,妥 当な訳

語が取 りこぼされる可能性が高くなる.利 用者は自分の

要求に合わせて θEを 自由に設定することもできる.

このようにして,H本 語名詞とその訳語,お よび閾値

eEに 対する設定が終了したら,最 後に 「訳語候補検索」

ボタンを押 して システムの回答 を待つ.シ ステムは

WWW上 からvJの 訳語候補を抽出し,評 価値Eの 高い

順に並べて利用者に提示する(Fig.3).

利用者は,提 示された訳語候補から妥当だと思われる

訳語を選択するわけだが,シ ステムが提示した訳語vE

を,

(1)意 味的に妥当だと思われる,

(2)明 らかに意味的に妥当でない,

(3)ど ちらか分からない,

の三つに 分別することは容易に行なえる.こ のうち,(3)

については改めて辞書で調べるなどして妥当な訳語かど

うかを判断すればよい.各 訳語候補には,実 際にvEと

nmeとから成る英語コロケーションが用いられているweb

ページへのハイパーリンクも共に提示され,実 文書での

用例を見ながら訳語の妥当性を判断するのに利用できる.

3.2日 本語 コロケーシasン の抽出

2.3節のアルゴリズムの1.で,翻 訳対象 「n」をv」」

に対して,日 本語動詞v」 と強く共起する日本語名詞を抽

出するのには,EDR日 本語コーパス(JCO-VO20E)の デー

タを用いる.日 本語の共起性もEDRN本 語コーパス上の

共起性で評価する.rJの 作成については網羅性はあまり

重要ではなく,♂ の訳語候補を抽出する手掛かりとして,

v」と強く共起する名詞をいくつか用意できれば十分なた

め,既 存のコーパスから算出される0(NJ,vJl『 を』)を

基にr」 の候補を求める.E]DRコ ーパスから抽出したr」

の候補は0(!>J,vJl『 を』)の大きな順に並べられて,利 用

者に提示される.

ただし,EDRコ …M-iパス中で見つかる共起の組み合わせ

の中には専門用語のような一般に使用頻度の低い名詞が

含まれることがある.コ ロケーションが出現頻度の低い

単語を含む場合,相 互情報量による共起性評価は信頼性

が低くなる.ま た,こ のような低頻度の名詞については,

利用者が単語の意味,あ るいはその単語に対する訳語を

知らない場合が多く,リ ス ト内に候補として提示 しても

r」の要素に採用されることは少ないと思われる.そ こ

で,名 詞の出現頻度が低い名詞(具 体的には,コ ーパス

申に1◎回未満しか出現しなかった名詞)に ついては,予

め候補から除いておくものとする.

3.3日 本語名詞 に対する訳語

利用者が入力したnJお よび前節で作成 した1「」の候補

N」は,提 示する際に単語対訳辞書で訳語候補を調べ,一

緒に提示する.trαns(!vJ)は,用 意された訳語候補の中

から選ぶか,あ るいは利用者が直接入力することで設定

される.日 本語名詞に対 して訳語候補を求めるのには

EDR日 英対訳辞書(JEB-V◎16)を 用いる.臼 英対訳辞

書内にN」 に対応する訳語が存在する場合には,そ の訳



語候補を リス トとして表示す る.利 用者がr」 の要素 と

して選択 した 日本語名詞NEに 対 して,エ ディッ トボッ

クス に訳語が入 力されて いた場合にはそ の訳語 を,入 力

されていなかった場合には,訳 語候補 リス トか ら選択 さ

れた訳語 をtrαns(1vE)と して採用 し,こ れ によってrE

を作成する.

3.4WWWか ら の △ の候 補 の抽 出

前節で求めたnE=・trαn8(nJ)に 対 してweb上 か らvE

の訳 語候補を次のように求める.web上 の文書か らデータ

を抽 出す るの にはweb検 索 エ ンジン(AltaVista†3を 使

用)を 利用する.検 索工 ンジンでは検索キーαを入力し検

索を行なうと,次 の情報を得ることができる.

ヒッ ト数(hitcount):検 索 キ ー α を含 む ペ ー ジ

の数.

抜 粋(extract):検 索 キー α を含むペー ジへ のURL

とそ のページの一部(検 索キー α を含む部分).

△ の要素 とな り得る動詞候補 は,検 索エ ンジンの検索

結果ページの抜粋部分か ら抽出する†4.ま ずnEを 検 索

キー として検索エンジンに掛 け,そ の検索結果を求 める.

結 果 ページの抜粋 を文単位 に分け,抜 粋内 の文 の うち,

nEを 含 む文 をす べて 抜 き出す.抜 き 出 した文 を品 詞

taggerで 品 詞付 けし,文 中の動詞を抽出する.こ こで,品

詞 付けにはTreeTagger†5を 用 いる.文 内のす べての動

詞 を△の要素の候補 として収集する.

3.5英 語 共 起性 の計 算

△ の 各 要 素vEとnEと の 共 起 性 を 求 め,評 価 値

Eを 計 算 す る.vEとnEと の 共起 性 やEは 検 索 エ

ンジ ン の検 索 結 果 の ヒッ ト数 を 利 用 して 計 算 す る.

∂(nE,vElobj)≧eEな るvEを △ の要素とする.こ こ

で,0に つ いては後述す る.

共 起 性0(1>E,vElobj)は,以 下 の よ う に表 わ さ

れる.

!(〈NE,obj,vE>)

1・g

ノ(〈NE,。bj,響 。,。bj,vE>)・

K(obj)K(obj)

ノ(〈1vE,obj,vE>)は 〈NE,obj,vE>のWWW上 の 英 語

†3http://www.altavista.com/

†4AltaVistaの 検 索 結 果 ペ ー ジ で は,ヒ ッ ト数 が1,000以 上

あ って も,1,000ペ ー ジ分 のURL(と そ の抜 粋)ま で しか 提 示 さ

れ ず,そ れ 以 上 の ペ ー ジ に つ いて は辿 る こ と はで き な い.し か

し,動 詞 候 補 を得 る の に は1,000ペ ー ジ分 の 抜 粋 で 十 分 だ と考

え,こ こか ら動詞 候 補 を抽 出す る こ と とす る.

†5http://www.ims.uni-stuttgart・de/projekte/corplex

/TreeTagger/

文書全体での頻度であり,ま た,

!(〈NE,・bj,・ 〉)一 Σ ∫(〈NE,・bj,vE>),

vE

f(〈・,・bj,vE>)一 Σ ノ(〈NE,・bj,vE>)

NE

である.K(obj)は 関係objで のWWW上 の 文書内で の

コロケーションの総数で,

K(・bj)一 Σ Σ ∫(〈NE,・bj,vE>)

NEvE

である.こ れ らの値 を既存 の検索 エンジンを用いて求め

るのであるが,用 いた検索 エンジンAltaVistaの 使 用上

の制約か ら,す べての英語文書をダウンロー ドする こと

はで きず,上 記の値 を正確 に求 める ことはで きな い,そ

こで,今 回は,検 索エ ンジンが出力す るヒット数 を用い,

以 下のような近似 を行なう.

ノ(<NE,obj,vE>)cvh(``vEtheNE,,)十

h("vE・NE")(2)

!(〈NE,・bj,・ 〉)c・h(lvE)(3)

!(〈*,obj,vE>)orh(vE)(4)

ん(α)は,α を検索キー として検索 した際 に,検 索エ ンジ

ンから得 られるヒッ ト数である.

0(1vE,vElobj)は この近似を用いて

0(NE,vElobj)

c・・1・gll("th銑溜 購Ea画

+logK(obj)(5)

のよ うに表わされ る.ん(α)は α の出現頻度ではな く,α

を含 むWebペ ー ジの数 である こと,お よび,形 態 素解

析 ・構文解析を施すわけではな いことか ら,(5)は 誤 差 を

含 む.し か し,今 回の実験では,こ れ を第一次近似 とし

て用 いた.ま た,K(obj)も 検 索エ ンジ ンでは求 まらな

いため,σ(〈NE,obj,vE>)の 代 わ りに,

∂(NE,vE1・bj)

-bg植h瑞 縞Ea画 ・(6)

を用いた.上 記(2),(3),(4)の 近 似が正 しい としても,0

はlogK(obj)だ け 実際の0(1>E,VElobj)よ りも小さ

な値 となるが,こ の問題 は閾値 θEを 低 く設定す る こと

で回避できる.た だし,θEの 見積 もりは使用する検索エ

ンジンの持つデー タ量 に依存するため,実 験的に しか求

める ことはできない.

3.6Eの 計 算 と結 果 の表 示

システムは まずnEと △ の各要素vEと の共起性を

求め る.こ の とき求めた各vE∈ △ との共起性はファイ



ル として保存 してお き,後 に再びnEに 関する共起性 を

求め る場合 には,こ の共 起デ ータ を再 利用す る.次 に

o(nE,vElobj)≧ θEで あったvEに ついて,検 索工 ン

ジ ンを使って各1>E∈rEと の 共起性 を求 める.結 果 は

nEの 場 合と同様に再利用できるようにファイルに保存し

てお く.

nEと の 共起が θE以 上の動詞vEに ついて,E(vE)

を 計算 し,訳 語候補vEを 評価値Eの 大きい順に並べて

表示す る.ま た,共 起性の計算 に用 いる ときに検索 した,

検 索キー"vEthenE"で の検 索結果の抜粋部分か ら実

文書へのURLを 抽 出 しておき,訳 語候補 と共にそのURL

(すな わち,"vEthenE"が 用 いられている実文書へのハ

イパー リンク)も 表示 し,訳 語の妥 当性 のチェックの際に

利用してもらう.

4.お わ り に

本稿で は,web上 で の単語の共起性に基づ くコロケー

ション翻訳支援 システムの実装について述べた.本 シス

テムは,翻 訳対象のコロケー ションを成す動詞vJと 名詞

nJを 入 力し,シ ステムが提示する 日本語名詞候補 を選択

す ることで,半 自動的 にコロケー ション 「nJをvJ」 に

お けるvJに 対す る訳語候 補をweb文 書 か ら抽出 し利用者

に提示する.

現 在の ところ,△ の候補,お よび各訳語候補の共起性

を求め る度に検 索エンジンにアクセスするため,一 回の

検索 に時間が掛かるという問題がある.実 用的なシステ

ムを構築するためには,共 起に関する情報を予めローカ

ルに保存しておく必要がある.ま た,係 り受け解析など

を行なって,共 起情報を予め求めておくことができれば,

より高い精度での訳語抽出が期待できる.

WWWは 潤沢な文書資源ではあるものの,基 本的にあ

らゆる人が自由に情報を発信できるため,必 ずしも各言

語の表現の自然さと言う点で良質なデータばか りではな

い.こ れに対して,文 書が,母 語話者が書くような良質

な文書であるか否かを判別することも試みている4).こ れ

によって,比 較的質の高いと思われる文書のみを取り出

すことができれば,本 手法の精度はよりよいものになる

と期待される.
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